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低分子量 GTPase Rabは真核生物に普遍的に保存された膜輸送の制御因子で、高等
哺乳動物では 60種類以上の異なる Rab分子が存在し、様々なタイプの膜輸送を制御
すると考えられている。ダイナミックな膜動態を伴うオートファジーも例外ではな
く、近年複数のRab分子のオートファジーへの関与が報告されている。しかしながら、
Rabの種類数が非常に多いこともあり、Rabによるオートファジー制御の詳細に関し
ては未だ不明な点が多い。私達はこれまで、独自に開発した Rabの網羅的解析ツー
ル『Rab panel』を駆使して、オートファジーのダイナミックな膜動態の制御機構の
解明に取り組んで来た。その過程で、Rab12によるアミノ酸トランスポーター PAT4
の分解制御を介した全く新しいタイプの mTORC1の制御機構（オートファジー誘導
のシグナル制御機構）を明らかにした。興味深いことに、Rab12以外にもノックダ
ウンによりオートファジーに影響を与えるものが複数得られており、これらの Rab
分子も Rab12と同様に直接オートファジーの膜動態を制御するのではなく、オート
ファジーの誘導のシグナルを膜輸送により制御するものと推察される。そこで本研
究課題では、これまでの研究結果をさらに発展させ、Rabと膜輸送を介したオート
ファジー誘導のシグナル制御の分子基盤の解明を目指す。
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膜輸送を介したオートファジー誘導の
シグナル制御機構の統合的解析


